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医療や入浴施設などの生活に密着した人工的な水環境において、微生物による汚染から人体への悪影響が多数報告されている。特に、公衆浴場

や病院内でレジオネラ属菌が検出され、レジオネラ症の集団発症が報告されており、時に我々にとって脅威となる 1), 2)。 

そのため、当社では抗菌物質として広く認知されている銀をベースとした新しい抗菌めっき技術 (以下、AGXX) の開発と実用化に取り組んでいる。

既知のように、銀は高い抗菌性を有すると共に、生体安全性が比較的高い物質であるため、微生物の繁殖防止を目的に無機系抗菌剤として多くの研

究・開発事例が報告されている 3) - 5)。しかし一方で、硫化等の影響による効果の減衰もしくは失活が懸念され、長期的信頼性に欠ける点が課題となっ

ている。AGXX は硫化のリスクを最大限に小さくした皮膜構造に特徴を有しているが、実用化に向けてはより詳細な機構を現象として理解することが重

要となる。そこで、本講演では、AGXX の皮膜構造の解析事例および抗菌効果について紹介する。 
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